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こつ

施  設
■本  館

平成 26年 4月

所 在 ‐地 館山
｀
市北条 174‐ 0番地

開 i館  ヨ 1昭和 47年 2月 1日

構 造 1鉄筋
二部 2階建     1莞 地面積 1   1, 759ぱ

建物面積 延床面積  822.4ポ
11階閲覧室 152.88斎

12階蘭覧室  08‐ 28ポ

1書 架 室 73.71斎
1児
1童
室 _41.9oぱ

1集 会 室 69.28ポ

アウーンター室  19: 18ぱ
ご ビ ー  64.24ポ
嘉 務 室  37.17ぱ
章   庫  147. 54ぱ
| の  他  138. 26ポ

2移動図書館 | わ か し お ―号
購 入 年 月 日 平成 151年 8月   |″ 購 (価格 1 9, 079, 738!円

形 | :       [ヽ こ ■ッサンシビリアン ( 6人乗 リマイクロバス)改造

車 両 寸 法 長 さ 6 3 0 cIIl 幅 21 9 clll高 さ 2 7 1 clI

積 ‐載 冊 数 2, 200冊

燃料及び排気昌 軽 油    4, 16 , cc

開館時間  9時 ～ 17時 (木曜日のみ 9時

外 館 日  月曜日 ‐      _
館内整理日(毎月第 4金曜日)

12月 291日 か ら翌年 の ■月 3

特別整理期間 (16日 以内)

職 員  =職員4人 (う ち司書2人 )‐
1非常勤職員5人 (う ち司書有資

20時 )

日までの 日

者 1人 )

２

　

　

３

(1)図書館め概要にうしヽて

5 予

6  房斤

1日 現在

※

し

宅
ュ

算  平成 26年度当初予算及び平成 25年度予算対比 (歳 出)
(単位 :千 円)

区 分 26年度当 孤予算 25年度予算 井十レヒ%

資料購入費 (薪聞雑誌代を含む ) 7, 37 6, 979

図書館システム維持費 1 14 1, 977 -48.7

その他 (人件費を除く) 12, 30 11, 199 14.6

計 21 81 20, 155 4.6

25年 12月 1補正にて、パソコン 6台 等の
てtる , 316千 円補正 した。全額 2o年

蔵資料総点教 1148, 433点 (平成 26そ

下般書  102, 388点   | 1紙 芝)
児事書   151,8‐ 5o″点 、  ■録音|
郷土行政   16,ヽ 421点     ・映像 :
外国語本   1   791点     ・雑誌
点字本    1   17点 !

i入及び新 図書1館 システム導入委

:へ繰越 した。

3月 末現在 )
506点     ‐

書   364点
料   ‐362点
2,440点

託料 と



(2)平 成 25年 度  館 山市 園書館1事 報 告 につ い!て
平成 26年 3月 末現在

事 務 事 業 概 要

図書館資料の

整備充実

市民の知る権利を保障

幅広く応えられるよう一

を継続的に収集 し、資拝

図書 1視聴覚資料購ア

するため、また多様な1読書要求や学習要求に

般図書 ,児童図書 ,郷土資料 ,視聴覚資料等

の整備充実を図つた。       |

点 教 、 3,486点          |  ‐

2施設 ,環境整備 快適な読書環境等 t和

〇新着本コ■ナ十、特喜

②開館時間延長の実施

③なのはな勉強室の開訂

(夏季・冬季の日曜ヤ〔

用環境になるよう整備 を図つた。  |

平―ナーの活用          |

毎週木曜 日午‐後 8時まで開館)  十 1

菜の花ホール 1室を閲覧席 と向様に使用 )

基本的な |

図書館サービス

ア,移動図書‐館

乳幼児サー ビス

児童サ‐ビスウ

　

，

市民の知る権利を保障
↓

継続性が重要であるサー

市内全域にサービスを

にt移動図書館車 ‐「わか

運行 日数   102甲

積載冊数 2,200冊

0歳 から成長の段階に

①わらべ うため会

0～ 2歳児 とその保 F

わらべうたは赤ちゃ′

む前段階であることをコ

れあいのひと時を図書 1

ることを目的とした。

実施回数 10回  _疹

②ブックスタ‐ ト

新生児へ絵本を贈っ

を配布 し、図書館で絵

絵本引換済人数 165ン

子 どもの1自 立を支援

|つ けを図 り、図書やた

ョンを大切にした事業

①おはなし会 (協力 :館

幼児・児章を対象に

|み闘かせ 。おはなし ,

い、保護者からの読書

|◆幼児 向け 実施回 2

◆児童向け 実施回 2

"る

ためくまた年涯学習の支援を行うた|りに、

ゴスを提供 した。          ‐

提供するため、図書館から遠方の人を対象

しお号」による館外サエビスを実施 した。

貸出点数 13,801点       |

駐車場所  29箇所     ‐

合わせたサ▼ビスを提供した。

隻者を対象に行つた。        |

しにとつてはじめての文学であり、絵本を楽し

垂視した。わらべうたを通して親子の楽しいふ

情で過ごしてもらい、また家庭での実践を勧め

加者延べ 190人      ‐   |

た。健康課主催の 4ヶ 月健診時に絵本引換券

本を渡 した。 (配布期間は満 1歳誕生 自まで )

することを目標に、子どもと図書館と!の結び

,まなし、また地域の大人とのコミュ土lヶエシ

とす―ビスを提供した。

山子どもの文化研究会)      |

、豊かな想像力と言語力が育まれるよう、読

パネルラアタエ :ゎ らべうた ,本め紹介を行

相談に応じた。      ‐  |

箕 19回  参加者 延べ190人    |
安132回  参力口者  延べ 770人   '|

2



工t レファレンス

サー ビス   |

②ブックリスト (おすす

!各講座の関連本のブ

1 閲覧室特集コTナー

③子ども講座

11月 2,9日 図

講師 鷹巣篤 氏  を

図書や資料に関する相

提供した。

うの本)作成配布         |

ンクリスト  ヽ ‐       ―
‐

つブックリスト

事館子ども講座 「影絵芝居をつくろう」|

加者 29人             |

炎や質問に応じて、利用者が求める資料|を探し

４

　

　

‐

文化活動推進事業

館山市図書館創立

周年記念:事業

7

図書館講座

創立 70周年を迎え、

進に繋がるよう記念事業

① 7月 21日 「うたおう

う』がやってくる 11

講師 聞かせ屋。けい

② 9月 22日 「詩と絵画

講師 ワシオ・ トシヒ

市民の生涯学習を支疹

て図書館活動の普及と推

① llり弓30ヨ 「竹とえ

講師 齋藤実 氏

② 2月 21日 「明治画遅

i 講師 池田逸雄 F

れからも市民に身近であり更なる図書館利用促

を開催した。

あそぼうえほんをよも

ころう 氏  参加者
～安房の芸術宇」

『 聞かせ屋。けいたろ

152人

ヨ氏 1参加者  30人        |

ヒ推進するたつ、‐文化的事業を実施 し、併■

進を図つた。           |

ぼを作ろう」            | ｀

参加者  32人           |

の鬼才青木繁の1房総」      !

参加者 25人           |

蔵書点検 !全所蔵資料の点検と資)

用図書の廃棄を行ivヽ (資

特別整理期間 6月 1
‐  確認件数 137,7ヤ 41

斗のデータの確認・修正、書架の整理整頓(不

料保存の効率化を図ったもヽ

)日 ～ 6月 27日        ′  ‐

ミ 
ー
 不明本件数 119点  _―   ―

図書館情報の提供 本U用者が利用しやすい

ど図書館に関す―る情報の

①広報 「だん暖たてやま

②ホームページで蔵書様

ホームペエジによるイ

③おはなし会のお知らせ

kう 利用案内・行事等のお知らせ・蔵書検索な

提供を行った。        |  |

」の毎月 1日 号に「図書館だより」連1載

索や利用に関する情報の提供    .

ンターネット予約冊数 3,631冊

パンフレットの配布 (全幼稚園児)|

除籍資料の

有効活用‐

除籍資料の再利用を図るc

除籍点数 2,043点

①図書館■ビーにリサイャ

再利用できるものを市

(毎月 16日 ヤこ酉己布 )

併せ て市民の不要本の

持 ち込み冊数  9,8521

(雑誌含)            |

クルコーナすを設置レt除籍した資料の|う ち

民に譲与し、資源の有効活用を図うた七

十受け入れと無償配布も行うた。   ‐

冊  持ち帰り冊数 9,204冊    ‐

8



学校への

支援・協力

①堤童。年徒の調へ学習

②市内小学校に移動図書

③各学校の要望や教員の

書し、1随時団体貸出を

④要請に基づき1図書館員

ク・講義等を行つた。

17月 10日  西岬幼‐稚惇

親子で楽 1

11月 21日  館野小 5左
(  館野小 6左

12月  4田  館野小 1在

| 1館野小 2在

館野小特完

12月 17日  豊房小 1′

i       豊房 /jヽ 4′

9月 14日  館野小 3左
i          館野 /Jヽ 4を

用資料の収集・蔵書構成に努めたる |

館車で定期的に団体貸出を行つた。 |

相談に応 じ、学習に合わせた内容の図1書を選

行った。 貸出件数 28件     |

が学校に出向き、
‐
読み聞かせやブック トー

国家庭教育学級  ‐  |
ンもう!わ らバうた ,絵本

再生 ブックトーク

再生 ブック ト‐ク

再生 おはな し会

再生 おはな し会

U支援学級

Y3年  おはな し会  ‐
‐6年  ブック トーク

再生 ブック ト‐ク

再生 ブック トーク

児童38人他2人

児童38人他 1人

児童22人他 1人

児童29人他2人

児童23人他 1人

児童 6人他2人

児童51人他3人

児童46人他3人

児童27人他 1人

児童28人他 1人

9図書館ボランティアの

育成・支援
″  |

①読書活動に関するボラ S

◆児童書や読み聞かせな

◆児童書や読み聞かせに

7源  5日  館山子ど

◆‐図書館資料
―
・図ィ書館の

②図書の修理に関するボ :

―◆活動場所・材料の提供

/テーィアグルエプヘの支援

どに関する相談

関する勉強会の開催

もの文化研究会
｀
8人

備品の貸出や材料の提供   |

テンティアグループの育成 ,支援

や備品の貸出

10公 共図書館・各種専門

機「関との連携  |
①千葉県立図書館を中心

より資料を取り寄せ、ラ

借用冊数 1,130冊

レファレンス・コピヽ

②利用者の希望する資料

国会図書館・県外公共

せ、資料の借用 :■ ヒ

借用冊数 ‐  3冊

L/フ ァレィス・ コピヽ

③千葉県立図書館児童リ

6月 13日

:したネツトワークにおいて、資料相互!貸借に

け用者からの様々な要望に応 じた。  ‐   i

貸出冊数 83o冊         |
‐依頼件数   2件          _
・図書が県内図書館で所蔵が無い場合、国立

図書館 :大学図書館・各種専門機関本問い合

―の取り寄せ ,情報の提供を行つた。|

貸出冊数  6冊        |
一依頼件数 !  5件        !

Tビス基礎研修会 講師派遣    i

11職 場体験・研修 図書館業務の体験や見

①図書館員にチャレンラ

②職場体験

津をとおして、図書館について理解を深めた。

!(小学校 5・ 6年生対象)   ヽ|

7月 31悔 、 8月 1・ 7日  6メ、

4



西岬小 o年生

南房総市富浦中 2年

‐市内中学 2年生  
‐

南房総市三芳中2年

③教員 10年経験者研

! 小学校教員

小学校教員

④施設見学 ‐‐

7月  9日  Jヒ条′

10月 31日  千葉

9月 12日   1   1人

11月 617甲      2人

11月 12・ 13・ 14日 4人

11月 13と '14・ 15日  り、

8月 9日 Ⅲ29日    1人

8月 16:22日    ュメ、|

3‐年 見学 ,お はなし会  児童 30

立安房特別支援学校高等部 生徒 10

■　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
　
人
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3.事業計画

事務事業 要概

図書館資料整備事業

(1)収集

除籍

蔵書点検

(5)ソ サイクル

の

　

　

Ｄ

(つ 相互貸借

利用者及び住民の多様な読書要求や学習要求に幅広く応えられるよ

う、一般図書・児章図書・郷土資料・視聴覚資料 (CD・ DVD)等を継続
的に購入し、資料の整備充実を―図る古また寄贈された資料で必要なもの

は蔵書として受け入れる。 1  /
・年間図書購入冊数  ‐  約 3,350冊
・年間視聴覚資料購入″点数   約  50′点

書架の整理整頓t不要図書の廃乗を行い、資料保存の効率化を図る。

特別整理期間 (体館)を設げて、所蔵している図書 ,資料の″点検を実
施す るも (6月 23日 ～7月 2日 )

所蔵していない資料で時八できない図書・資料たらぃては、千葉県内

図書館・国立国会図書館・県外公共図書館・各種専門機関より借用した

リヨピ‐を取り寄せたりすることで利用者の要望に応えると

熔籍した図書のうち再利用できるものは、保育園・幼稚園・学校・市

民謀
。こども課等へ配布する。

口ど―にソナィクルコ_ナ‐を設営し、除籍した図書や家庭で木要に
なっ■図書を無償で逮布する。また、利用者から提供された図書あうちt
図書館で必要とされる本は登録し蔵書とする。

1図書館運営事業

(1)移動図書館 市民の読書普及を図るため、図書館から遠方の住民を対象に、移動図

書館車による館外サ‐ビスを実施すると‐

。運行日努究      89日  ‐

・積載冊数 約 2,200冊 |  ・巡回先 30笛所

(2)児童・青少年

ナービス

子どもと本を結び?け、読書の楽しみを伝えtまた生涯にわたっiて図

書館を利用する基礎を築く■めに、各種行事やおすすめ図書のソスト作
成等、成長の段階に合わせて、子どもとそれに関わる人人サーどスを提
供していく。

7
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(3)レ ファIL/ンス

サエビス

④ ,多様な学習機会

の提供

①幼児へのサエどス ‐
‐ 乳幼児と保護者の方
むことで絵本を楽しめ

とわらべうたの会

毎月第 2金曜日 午
・ブックスタと 卜 ■
新生児へ絵本を贈る。

配付し(図書館で絵本

②児童へのサ■ビス

お話を聞く楽!しみを

てる。      |‐
。おはなじ会 劫
‐    t i 児童
。子ども向‐け講座等

③青少年へのサ‐ビス

児童と成人の申間に

'様な要求に応えられる

,テ 才ァンズコ‐ナ

・中高生によるお

④ブックリストの作成

対象年齢に応じたブ

図書や資料に関する相談

提供する。所蔵資料だけで

としたネットワークや国立

資料や情報を提供する。

市民の様々な学習ユーズ

動の普及と図書館利用の推;

図書館講座 ‐ 2回 |(

ふれあいを大切にし、言葉やソズムに親し
ように繋げていく。|   ‐  ‐  !

10130ん |(O～2歳ぐらいを対象)|

健康諜
=催
の4ヶ月偉診申に絵本引4本を

壊す。は己布期間は満 1歳の誕生日まで)i

わい、自分で読んだり調べたりする力を育

け 毎月第 1金曜日    午前lo:30～
け 毎月第 1・ 2・ 3・ 4土曜日 午後2100～ |
開催              |

i置する世代特有の興味・関4心に沿■て、多

う資料や情報の提供を行う:  |!
の常設             |
め本の紹介作成の指導と展示   |

夕

'ネ

トの作成し血付をす|るt  l

質問に応じて、利用者が求める資料を探し

応できない場合は、千葉県立図書館を申心

会図書館等のレフテレンス機能を活用し、

応えるためく
｀
各種講座を実施 しく図書館活

作教室、1文芸講座 )



(5)職場体験等の ―1 図書館業務の体験等を通して、図書館への理解を深めてもらうため、
受入     1児童・生徒などの受入を行う。

①小・中学校の体験学習の受入

②職場rla問や見学の受入|

③学生のインタ_シシップ。社会人の研修等の受入れ

(6)他の図書館及び 1 公共図書館 ,社会教育施設・学校・各種団体等と連携を図り、市民の
関係機関との  1生涯学習を支援する。
連携      l ①公共図書館

したネットワ千クを主に、県内外の公共図

=に
資料の貸借を行い、利用者からの様々

報交換を行う。

②社会教育施設     |                 ‐

・所蔵資料等の情報交換や企画展示を行うとともに各種講座の連携を

図る。        |
ヽ|  ・隣接する北条地区学習等供用施設との一体的な活用を図る。

なのはな勉強室の閉設  (7,8,12～ 3月  第 1・ 2・ 4日 曜日)
③学校         |
・児童・生徒が調べ学習に活用できるような資料の蔵書構成に努ある。

・市内小学校に移動図書年車で定期的に団体貸単を行うと

・各学校の要望や教諭の相談に応じ、学習に合わせた内容の図書を選

書し(団体貸出を行うど|

・要請に基づき図書館員が学校に出向き、読み聞かせ 。ブックトァク

や講義等を行う。   |                  
十

④ボランティア団体   |
・児童書や読み聞かせなどに関する相談や講義の開催
r汚破損本の修理を依頼|

・図書館資料 ,図書館の備品の貸出や材料の提供

(7)図書館情報の  1 広報「だん暖たてやまJ本 「図‐書館だより」(毎月 1日 号)を連載し、
整備・提供   ||ま たホームページでの蔵書検索や利用に関する情報の提供を行う。

(8)開館時間の延長 1 利用者の増及び利便性を確保するため、昨年に引き続き、木曜 日の開

1館時間を午後 9時まで延長する。

9



|
|

(0〉 図書館電子シス |

テム改修事業  |

図書館電子シスーテムを安

れ替えを行うとともに、サ

ステムを導入する。

当かつ利用者の利便性を図るため、機器の入
―ビスを安全かつ発展的に進めるため、新シ

3 図1書館施設整備  |
1事業      |
(1)施設整備‐  |

(2)環境維持管理

快適な1読書環境を作るたt

■施設の老朽箇所や破損|

―多くの市民に親しみやす

るため、館内外の整備を図|

清掃業務t警備業務及び|

)(施設の整備を実施する。    十―

ヨ所の修繕   |        !  |
i                            t     /             i

く、1本J用 じやすい安全で快適な零茅を維持す

)。                                     !

,災設備 ,電気工作物のフ点検委託の実施

|ユ O
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〇年山市図書館協議会会議革営規則
‐       昭和32年 6月 27日 ‐教育委員会規

改正  |

第0条 !会議は委員の2分の1以上の出席がなけれ,
21会議の議決は出席者の過半数できめる。    ‐

1宇岳希志会蓄露得PそT各
び!,TT今
71付評ィ↑景

第 9‐条‐会議通知後に急を要する事項が,あるときは第
にな議するこ―とができると|‐  1   1 1

1甲和43年 3月‐30,教委規則
1昭和54年 4月124日教委規則
1昭和61年 4月 21日教委規則
1平成17年 8月 19自 教委規則

嘉1条午営雪墨房墨蜜雪尋令蕨子軍蜜摯‐とふすと;
おぐものとすると   | |    ‐

曇:委 嚢鰹載整綾F?す |:争 ‐
第4条 説議長は議長を補佐じ毒長の事まあるときl―■
第5条■会議は必要がある場合において議長が招集す

第9条1 関係職員は会議に出席して意見をのべること
第10条 この規則にヽ ゅるものの外会議に必要な事項ヤ
第11‐条 会議に門する床務は館山市図書館で行う。 ・

与幾鼠社嘉品轟品をチを。|‐ |‐
■附 則 (昭和43年 3月 30日教参規則第4号 )
この規則は,公布の早から施行する。|  ‐

この増貞J冦1医需済雷熱母籍尾季香rl雫
4予
|

1 的 慎Ⅲ!能和る1年 4月 21-白教委規則第も号)
この規貝Jは,昭和61年ヨ月1=から危行する。

||あ整貫古音j'医 ;告ぢ1旨景母据島二各香炉||!雫 |ユ
|チ

|

!第 11号

4号           |
4号      |     |  |‐
3号      |    |
11号 ‐           |  |

,ま委員の互逮による議長及び副議長1人を

の職務を行 う。

ことができない。       |

と共に議長があらかじめこれを通知しな

条の規定になかつらず,直っに手れを会毒

できる。 ‐ ・   !  ‐ ‐  |
Jに これを定める。
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